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公共空間ガイドラインとは1

はじめに
厚木市では、総合計画に示す将来都市像の実現に向け、本厚木駅周辺を市域内外

から人々が集まる中心的拠点として、都市機能の集積と交通結節機能の強化を図る
まちづくりを進めています。

上位計画である『厚木市都市計画マスタープラン』及び『厚木市コンパクト・プ
ラス・ネットワーク推進計画』では、本厚木駅周辺を都市中心拠点として位置付け、
市街地更新や都市機能の充実とあわせて、公共交通を軸としたネットワークの強化
を図る方向性が示されています。

これらを踏まえ、厚木市は令和3年度に「厚木市本厚木駅周辺まちづくり推進会
議」を発足し、市民や関係者との議論を重ね、令和4年9月『本厚木駅周辺歩いて楽
しいまちづくり推進計画 ～vision2040～』（以下、推進計画）を策定しました。こ
の推進計画では、駅・まちの一体的な空間形成や、まちなかでの滞留・交流を生む
場づくり、公共空間の利活用促進などを通じて、「歩きたくなる」「歩いて楽し
い」中心市街地の実現が示されています。

本ガイドラインは、上位計画及び推進計画で示した将来像の実現に向けて、歩行
者の回遊性・安全性・快適性や、滞留・交流を生む居心地、公共交通の使いやすさ、
景観・デザインの統一等の観点から空間形成の方針を示します。計画・設計・整
備・運用にあたって、関係者が共通の目標を持ち、事業ごとの検討、設計条件が異
なる中でも、基本的な考え方や優先順位を共有するための基準として活用していき
ます。公共空間の整備後における利活用や維持管理のライフサイクルコストも視野
に入れて、継続的な利用と価値が育まれる仕組みづくりを目指していきます。

都市計画マスタープラン 交通マスタープラン

コンパクト・プラス・ネットワーク推進計画

２つの結節点から拡がり、豊かな日常の光景が点在する 歩いて楽しいまち
方針１ 歩きやすい空間づくり / 方針２ まち歩きのきっかけづくり / 方針３ 自分ごとでまちを育む

本厚木駅周辺 歩いて楽しいまちづくり推進計画～vision2040～

本厚木駅北口周辺公共空間ガイドライン

ガイドラインの位置付け

第11次厚木市総合計画
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本厚木駅周辺では、国内でウォーカブル政策が本格的に始動する前から歩行者中心のまちづくりの素地が形成されています。一番街通りの歩行者専用時間帯指定や駅前の一般車進入時間帯規制など、
欧州の先進的なトランジットモールのまちと同時期から公共交通と歩行者を優先したグランドレベルの駅前空間づくりが進められてきました。

本厚木駅
北口周辺

これまでの
あゆみ

厚木市
まちづくりに関する

計画の動き

国内外
ウォーカブルな

まちづくりの潮流

本厚木駅北口周辺のポテンシャル ~”これまで”のあゆみを振り返る~

平成17年～令和3年（2005年～2021年）
本厚木駅南口地区市街地再開発事業

平成12年（2000年）
厚木市中心市街地活性化基本計画
策定

平成24年（2012年）
厚木市中心市街地の全体構想 策定

厚木市無電柱化推進計画策定
令和4年（2022年）

令和4年（2022年）
本厚木駅周辺歩いて
楽しいまちづくり推進計画～vision2040～策定

厚木市都市マスタープラン策定

平成10年
（1998年）

改定

令和3年
（2021年）

改定

平成21年
（2009年）

厚木市が
「ウォーカブル推進都市」に参加

令和2年（2020年）

国土交通省
「ウォーカブル推進都市」
の募集開始

令和元年（2019年）

昭和42年頃（1967年）
本厚木駅周辺の一般車進入規制
昭和47年（1972年）

一番街通りの歩行者専用化（7:00-22:00）

昭和19年（1944年）
小田急線本厚木駅操業

小田急線本厚木駅高架化
昭和47年～昭和51年（1972年～1976年）

厚木市誕生

昭和30年
（1955年）

目指すまちの姿とまちづくりの方針に基づいて、具体的
な施策と対応する事業として重点プログラムが示された

ほこみち制度※3 創設

令和2年
（2020年）

本厚木駅周辺のまちづくりテーマとして「歩いて楽しいまち」を
明確に掲げ、魅力ある店舗の配置やデザインされたまちなみ整
備、まちの個性と景観創出がうたわれている

中心市街地における市街地の整
備・改善と商業等の都市機能の
活性化を目指した

本厚木駅周辺地区（約1.15㎢）「スーパーモデル地区」に指定
平成17年（2005年）

行政と住民の取組意欲の高さが評価され、バリアフリー化および無電柱化の推
進を目的に指定を受けた

本厚木駅周辺地域（約20ha）都市再生緊急整備地域に指定
平成16年（2004年）

“都市再生を重点的に進める地区”として国から法的な位置付けを得たこと
で、官民連携のまちづくりをスムーズに行う環境が整った

国土交通省
『居心地が良く歩きたくなるグランドレベルデザイン』公表

令和3年（2021年）

魅力的でウォーカブルなまちなかの形成におけるグ
ランドレベル（建物低層部、オープンスペース・街路など
を包含した空間）デザインの重要性と国内の先進
モデル事例からそのポイントの整理が示された

出典：厚木一番街商店街振興組合（清水正勝氏撮影）

当時の一番街通りの様子
（昭和39年（1964年））

本厚木駅周辺は多様な都市機能の集積や交通結節
機能の充実に加え、居心地が良く、歩きたくなる市街
地の創出による魅力ある拠点の形成がうたわれている

地区別構想における将来像：
「魅力ある安全・快適な拠点性の高い交流のまちあつぎ」

厚木市中心市街地まちづくり会議
平成22年～平成24年（2010年～2012年）

全6回開催

WEDO※2に賛同しウォーカ
ブルなまちづくりを国と共に
推進する都市を募集

本厚木駅周辺の歩いて楽しいまちづくり
を考えるワークショップ

令和3年（2021年）

全3回開催

国土交通省
まちなかウォーカブル推進事業 創設

令和2年
（2020年）

車中心から人中心の空間に転換するまちなかの区域に対して、街路・公園・広場
などの既存ストックの活用を支援する事業として補助金を付ける仕組みができた

人中心都市論が世界的に普及
平成20年代前半（2010年代）

ヒューマンスケールな街路空間
における滞在・人の活動が注
目を集め、「居心地の良さ」
の重要性が示された

ウォーカブル思想の原点誕生
昭和36年（1961年）

「街路に人がいること」が安全・活力を生むことが提唱された

世界初の歩行者天国誕生（ストロイエ デンマーク コペンハーゲン）
昭和37年（1962年）

トランジットモール※1社会実験の様子
（2017年実施 富山市中心部 大手モールフェス）

出典：富山市公式ウェブサイト

街路

広場

民間
空地

1階

出典：国土交通省資料に加筆

まちなかウォーカブル実現イメージ

街路 街路

欧米の動き

市政の動き

北口周辺の動き

国内の動き

トランジットモール化による
都市再生が増加

昭和40年代後半（1970年代）

欧州を中心にトラム導入と公共
交通と歩行者の優先街路化に
よる都市再生事例が増加

世界初のトランジットモール※1誕生
（アメリカ ミネアポリス）

昭和42年（1967年）

令和5年～令和7年（2023年～2025年）
厚木中央公園再整備事業

令和5年～令和10年
（2023年～2028年）

複合施設あつめき整備事業

令和4年
（2022年）201820172016201520142013201220112010200920082007200620052004200320022001200019991998

令和7年
（2025年）

令和8年
（2026年）

令和6年
（2024年）

令和5年
（2023年）

令和3年
（2021年）

令和2年
（2020年）

令和元年
（2019年）

町田駅ペデストリアンデッキ初期完成
昭和55年（1980年）

新百合ヶ丘駅南口ペデストリアンデッキ完成
昭和58年（1983年）

藤沢駅北口ペデストリアンデッキ完成
昭和54年（1979年）

※1：後述P.8のコラムで紹介しています。※2：国土交通省によるウォーカブルなまちづくりを進める際の基本コンセプト・スローガンとして提示したもので、Walkable（歩きたくなる）・Eye level（まちに開かれた 1階）・Diversity（多様な人の多様な用途、使い方）・Open（開かれた空間が心地よい）を表します。
※3：後述P.15のコラムで紹介しています。

デッキの街になっていったほか
の駅とちがい、鉄道を高架化し
てグランドレベルを歩行者に開
放する方針をとってきました。

ウォーカブルなまちの形
成には、グランドレベル
のにぎわいが重要です。

商店街や駅前のグラ
ンドレベルのにぎわ
いをずっと大切にし

てきたんだね。

こんなに早くから公
共交通と歩行者を優
先していたんだね。

モデル事例（松山市 花園町通り）

出典：国土交通省資料に加筆

欧米ではこんなに早くから
トランジットモールに注目
が集まっていたんだね。

国内でも公共交通と歩行者
優先の空間づくりを目指す
まちが増えているよね。

ウォーカブルな
「歩いて楽しいまち」

を掲げています。

みんなで議論しながら計画
づくりを進めてきました。

ウォーカブルなまちづ
くりを積極的に進める
自治体として、早くか
ら手を挙げています。

引き続きグランドレベル
を大切にしたまちづくり
をすることで、本厚木駅
北口らしい魅力を発揮で
きると考えています。

現在までつづく世界初の歩行者天国
（コペンハーゲン ストロイエ）

欧州のトランジットモールのまち
（スウェーデン/ストックホルム）

歩行者天国時間帯の一番街通りの様子

本厚木駅北口周辺のポテンシャルと将来像2
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本厚木駅北口周辺のポテンシャル ~”いま”を見つめる~

複合施設
あつめき

保健福祉
センター

中町立体駐車場
（約550台）

新立体駐車場
（約250台）

本厚木駅

中町三丁目
交差点

厚木中央公園

本庁舎跡地

大手
公園

中町
公園

厚木公園
（はとぽっぽ公園）

本厚木駅
東口

交差点

県央地区で唯一
歩行者天国を実施

しています。

重要な公共交通である
路線バスを優先した

交通規制を行っています。

毎日の散歩のルート
にちょうどいいよ。

図書館がきれい
になるんだよね。

楽しみだな。

「いい日々、いい時間。」
をコンセプトにした、

本厚木駅北口の生まれ変わり
“第一弾” です。

駅前で音楽イベントを
開催したいけれど、

結構お金がかかるんだよね。

まちの価値を上げたいけれど、
どうしたら魅力的なまちに

できるだろうか。

にぎやかなお祭り会場にも
なる市民の憩いの公園です。

開放的なエントランスの
整備が完了しています。

こどもたちが誇りに思える
”本厚木らしさ”のある
駅前だと嬉しいよね。

数千人規模の収容が
可能な集客施設の建設
を検討しています。

まちなかの人通り
も増えそうね。

厚木バスセンターは
老朽化が進んでいます。

お店が通りに顔を
向けていてにぎわい

があるよね。

バス待ちの空間が狭い
から、歩道まではみ出
て並ぶしかないよ。

貸しビルをそろそろ
建替えた方がいいけど、
踏み切れないでいるよ。

路上駐車が多いと
歩行空間狭くなっ

て危ないね。

駅前にもっと植栽があ
れば、居心地の良い広
場になりそうだよね。

よく自転車で買物に行
くけれど、通行レーン
があると安心だな。

駅前からあつめきが
見えるといいですよね。

狭い歩道にバス待ちの列が
できるから、すごく混雑し
て通りづらくなるんだ。

高架沿いの歩道は
狭くて歩きづらい
箇所があるね。

豊かな公共空間
や緑地がある

豊かな公共空間
や緑地がある

厚木一番街
（夜のにぎわい）

出典：厚木一番街商店街振興組合HP

駅から比較的
近くに水辺空間

がある。

駅から比較的
近くに水辺空間

がある。

屋内の滞留空間
あつめきの吹き抜け廻り※イメージ

出典：厚木市複合施設 実施設計の概要

複合施設の整備
で来訪者の増加
が見込まれる。

複合施設の整備
で来訪者の増加
が見込まれる。

厚木バスセンター
閑散とした人工地盤

厚木バスセンター
長いバス待ち列

駅前の植栽の少なさ

駅前の道路
一般車進入規制

図書館エリア
あつめき4階※イメージ

出典：厚木市複合施設 実施設計の概要

出典：Googleストリートビュー

一般車進入規制
※路線バス・タクシーは可
（7:00-9:00・17:00-19:00）

歩行者専用道路
（7:00-22:00）

無電柱化の検討

新たな交流拠点の整備

バスセンターの再整備

複合施設あつめきの整備
2028年（令和10年）1月開館予定

厚木中央公園のリニューアル
2025年（令和7年）リニューアル完了

駅前の民間開発

都市再生緊急整備地域
（H16.5.12指定）

東口地下通路

身障者用

停留所※1

路線バス（乗降）
路線バス（降車専用）
路線バス（臨時）
高速バス（乗降）

タクシー

駅前のバス乗降場

路上で民間バスの乗降が
行われているときは、車
道が混雑してしまうよ。

荷捌き場所の確保に苦
労するよ。今は路上駐
車するしかないかな。

まちなかにベンチ
などの休憩施設が

ほしいよ。

一番街通りでは
歩行者専用化や

イベント実施など
にぎわい創出の取組
が行われている。

一番街通りでは
歩行者専用化や

イベント実施など
にぎわい創出の取組
が行われている。

新たな交流拠点
の整備による
地域活力向上

が期待される。

新たな交流拠点
の整備による
地域活力向上

が期待される。

駅前道路はすでに
公共交通優先の交通
規制を行っている。

駅前道路はすでに
公共交通優先の交通
規制を行っている。

本厚木駅北口周辺はグランドレベルで
まちのにぎわいが拡大

本厚木駅北口周辺公共空間ガイドライン

本厚木駅北口周辺のポテンシャル

北口駅前の横断歩道

開放的な
エントランス

厚木一番街
（昼のにぎわい）

※1：路線バスの乗降場は、バス停名称が「本厚木駅」または「バスセンター」となっている乗降場のみを記載しています。

本厚木駅北口周辺では、現在いくかの公共施設の整備が進められているほか、駅前で民間開発の検討が進められているなど、エリア全体で生まれ変わりに向けた機運が高まっており、官民が連携し
て「歩いて楽しい」まちづくりを推進する絶好の機会が訪れています。まちが持つポテンシャルを活かしながら、課題を解決するとともにここにしかない個性を発揮することが期待されています。

本厚木駅北口周辺のポテンシャルと将来像2
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本厚木駅北口周辺が目指す将来像 ~ ”これから”を描く~

これまで進められてきたグランドレベルのまちづくりの取組や周辺のポテンシャルを
踏まえ、本厚木駅北口周辺が目指す“これから”の「歩いて楽しいまち」の将来像として、
今後の公共空間形成に向けたコンセプトを「パーク×ストリート あつぎ」としました。

歩行者中心の歩きやすい公共空間の整備と、にぎわいあるまちなみづくりの相乗効果
により民間開発や厚木一番街周辺、複合施設あつめき、本庁舎跡地の新たな交流拠点な
どと、交通結節点（北口駅前広場・厚木バスセンター）が歩行者空間でつながり、まち
の魅力が積み重なった「パークストリート（北口周辺が１つの公園のような人中心のま
ちなか）」となることで「歩いて楽しいまち」の実現を目指します。

75

公共空間の整備
にぎわいある

まちなみづくり
歩行者優先の交通結節空間や

道路空間の整備による
歩きやすい公共空間の形成

民間開発や厚木一番街と連携した
にぎわいあるまちなみづくりや
にぎわいを生む仕組みづくり

5本厚木駅北口周辺公共空間ガイドライン本厚木駅北口周辺の生まれ変わりイメージ

PARK
A T S U G I

×STREET
本パースは現時点での将来的な整備イメージであり、今後関係機関との調整により変更になる可能性があります。

本厚木駅北口周辺のポテンシャルと将来像2
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方針

回遊性を高める動線計画 一体的な駅前空間の整備歩行者と公共交通優先の道路空間
まちの核を結び、まち
なかの回遊性を生み出
す歩行者動線を確保し
ます。また、通りごと
のみちづくりの方針を
定め、歩きやすいまち
なかを創出します。

北口に利用しやすい乗換
え空間と快適な歩行空間
を生み出します。

2つの交通結節点が1つの
“駅前広場”となる空間整
備を行い、多様な利用者
のニーズに配慮したユニ
バーサルデザインによる
一体的な駅前歩行者空間
を演出します。

歩行者中心のまちなかの実現に向け、公共空間整備において取組むべき3つのポイントをまとめました。
駅前広場（北口広場・厚木バスセンター）の整備や厚木一番街のリニューアル等の公共空間整備にあたっては、これらを踏まえて検討を進めていきます。

本パースは現時点での将来的な整備イメージであり、今後関係機関との調整により変更になる可能性があります。

北口駅前の生まれ変わりイメージ

歩行者優先の道路空間や交通結節空間の整備による、歩いて楽しい公共空間の形成

ポイント

１
ポイント

2
ポイント

3

公共空間の整備方針3
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東口

北口

まちの核を結び、まちなかの回遊性を生み出す歩行者動線を確保します。また、通りごとのみちづくりの方針を定め、歩きやすいまちなかを創出します。

回遊性を高める動線計画

歩行者が安心・安全に歩ける
歩道幅員が確保された空間とし
つつ、通過交通を含む円滑な自
動車動線として広域ネットワー
クを担う

北口駅前の核とあつめきの核
を地下で接続し、２つの交通結
節点をアンブレラフリーかつバ
リアフリーにつなぐ

主に歩行者優先道路としての
運用とすることにより、まちな
かを東西南北につなぐにぎわい
軸を形成する

厚木公園
（はとぽっぽ公園）

大手
公園

中町
公園

複合施設
あつめき

厚木中央公園

市役所
第二庁舎

つの核３

つの交通結節点2

本厚木駅

バスセンター

まちなかのみち
（主要な幹線道路）

歩行者中心のみち※1

まちなかのみち※1
（歩行者優先）

荷捌き車両の停車場所の集約
化や路上駐車の制限により歩行
者が安心して歩ける空間とし、
まちなかににぎわいを拡げる役
割を担う

歩行者と公共交通のみち
一般車の通過交通を規制し、

歩行者と公共交通中心の空間と
することで、本厚木らしい駅前
のにぎわい軸を形成する

地下のみち

あつめき
複合施設あつめきやバスセンターの

利用者が”集い・憩える場”を創出します

多目的アリーナと周辺エリアの連携により
“多様な体験価値を提供する場”を創出します

新たな交流拠点

北口駅前
公共交通の利用者と

ヒトの様々な活動が混ざり合う
“本厚木らしさを演出する場”

を創出します

中町三丁目
交差点

本厚木駅
東口

交差点

本庁舎跡地
（新たな交流拠点建設予定地）

みちづくりの方針

にぎわいが連続する
歩いて楽しいまちなか

を形成

まちの拠点（北口駅前・複合
施設あつめき・新たな交流拠
点）や交通結節点からなる「に
ぎわいの核」

本厚木駅北口周辺における
様々な交通の結節点となる空間

中町
花の公園

（チアフルパーク）

※１：緊急車両やキッチンカーなどの進入は例外とします。なお、進入可能車両については沿道の土地利用を考慮して、路線ごとの役割分担を今後検討していきます。

まちの拠点や交通結節点からなる３つのにぎわいの核をグランドレベルの歩行者ネットワークでつなげることで、面的なにぎわいをつくり、歩いて楽しいまちなかを創出します。
３つの核をつなぐ歩行者空間においては、通りごとに方針を定めることで、快適な歩行者空間の形成を目指します。

ポイント

１
３つの核をグランドレベルでつないで面的なにぎわいを形成

公共空間の整備方針3
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歩行者と公共交通優先の道路空間
北口に利用しやすい乗換え空間と快適な歩行空間を生み出します。

北口駅前周辺の道路空間の運用
ピーク時間帯での一般車進入規制の運用がなされている駅前の道路について、タクシープールの袋小路化や車道幅員の縮小、舗装の美装化などにより、さらなる歩行者と公共交通優先の道路空間を目指

します。歩行者のための空間が充実することで歩行者通行空間とバス待ち空間の干渉が解消され、歩行者・バス利用者両者にとって快適な道路空間に生まれ変わります。また路線バスの乗降場の配置を見
直す※1などして、交通結節機能を向上させます。

世界が注目!? トランジットモールって？
トランジットモールとは、自家用車の通行を制限して、歩行者と公共交通機関（路線バスなど）を優先した街路

のことです。一般車両を排除することで歩行快適性を向上するため、回遊性の向上に伴い沿道のにぎわい創出が期
待できます。世界的には特に欧州で先進事例が見られ、近年では国内でもトランジットモール化を目指す動きや社
会実験の実施が増加しています。ウォーカブル・シティと脱炭素の考え方の浸透により、まちづくりの分野で世界
中から熱い視線が送られている取組です。

カッセル（ドイツ） 富山県富山市中心部
（大手モールフェス 2017年実施 ）

出典：富山市公式ウェブサイト

海外のトランジットモールの事例 国内の社会実験の様子

道路の使い方で生まれ変わる!? 巷で話題のウォーカブルまちづくりをのぞき見!
愛媛県松山市では「歩いて暮らせるまち

松山」をコンセプトに、にぎわいを生み出
す空間の創出に力を入れています。

路面電車が乗り入れる花園町通りでは、
車道部の幅員を縮小することで歩道の幅員
を拡げる取組を行いました。行政と専門家
と地元が熱心に意見交換を行いながら検討
を重ねたことで実現したリニューアルです。
実現までには、さまざまなワークショップ
や社会実験を行っています。

「歩いて楽しいまちづくり」を掲げる本
厚木駅北口周辺も、関係者同士の対話や実
証実験を丁寧に積み重ねることで、目指す
姿に少しずつ近づけていくことを目指して
います。

▲アーケードを撤去し
てカラフルなオーニン
グにリニューアルした
店先に多くの歩行者が
訪れています。

花園町通り（愛媛県松山市）

出典：土木学会デザイン賞ウェブサイト

出典：土木学会デザイン賞ウェブサイト

複合施設
あつめき

北口広場

東口広場

あつめき前
広場

バスセンター

歩行者の流れ

駅前からまちなか

歩行者の流れ

まちなかから
複合施設あつめきへ

本厚木駅
東口

交差点

本厚木駅

東口

北口

一般車進入規制維持※2
※路線バス・タクシーは可

+
車道幅員の縮小

道路舗装の美装化

バスセンター

本厚木駅
東口

交差点

本厚木駅

東口

北口

一般車進入規制
※路線バス・タクシーは可

（7:00-9:00・17:00-19:00）

歩行者専用道路
（7:00-22:00）

現在の運用 将来目指す運用
駅前道路の一般車進入規制・一番街通りの歩行者専用道路運用など、ピーク時間帯において歩行者と公共交通優先の

運用が行われています。一方で歩道幅員やバス乗降場、イベントスペース等が不足しています。
駅前の車両交通制限の維持やタクシーロータリーの袋小路化等により、駅前からまちなかへの歩行者の流れを生み

出します。また、タクシープールやバス乗降場の配置変更等により、現状の課題を解消します。

路線バス

一般車・タクシー

タクシーのみ

一方通行区間

一般車進入規制区間

歩行者専用道路※3

歩行者通行空間

歩行者専用道路
（7:00-22:00）

路線バス

一般車・タクシー

タクシーのみ

一方通行区間

一般車進入規制区間

歩行者専用道路※3

歩行者通行空間

シドニー（オーストラリア）欧州のトランジットモールのまち
（スウェーデン/ストックホルム）

歩行者の流れ

駅前から
複合施設あつめきへ

歩行者の流れ

駅前から
あつぎ大通りへ

※1：民間バス（企業バスや観光バス）や一般車乗降機能については、上位計画の方針を考慮しつつ、駅前やバスセンター以外の土地を活用しながら、適切な乗降場所の確保を検討します。 また、駅周辺における自転車の利用ルールについては今後の交通状況等を踏まえて検討していきます。
※2：今後現在の時間帯規制から終日時間帯規制に向けて、沿道の皆様などの各関係者協議に基づいて検討・調整し、駅前からまちなかへの歩行者の流れをより活発にしていくことを目指していきます。 ※3：実際の沿道利用状況を踏まえ、荷捌き車両や駐車場利用車両の扱いを調整のうえ、段階的に目指していきます。

ポイント

2

公共空間の整備方針3
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駅前道路における歩行者と公共交通優先の取組と一番街通りの歩行者専用道路の取組継続により、まちのメインエントランスである駅北口からまちなかや複合施設あつめき、あつぎ大通りへ
と歩行者の流れが生み出され、快適な歩行空間と連続的なにぎわいが広がる駅前空間を目指します。

東口広場とバス待ち空間を一体的に利用すると
ともに、歩行者の通行空間を十分に確保する
駅前バス乗り場の増加により利便性を向上させる

東口広場と一体的な待合空間
駅前のバス乗降場

多くの人々をまちに送り出す主な玄関口となる
まちのメインエントランス
本厚木駅北口

あつぎ大通りの道路の改良に合わせて交差点の
機能を変更し快適な交通機能を向上させる

交差点改良による交通混雑の緩和
本厚木東口交差点

歩行者と公共交通優先の道路空間となり、”本厚木らしい”
駅前のにぎわい軸を形成する

歩行者と公共交通が共存する
駅前道路と沿道空間

引き続き歩行者専用道路の運用を行い、駅前
からまちなかへ歩行者の流れを生み出すまちなか
の南北軸を担う

歩行者天国でまちなかをつなぐ
一番街通り

東口広場

北口広場

民間開発の建物と合わせた沿道空間を形成するととも
に、まちなかへのストレスフリーなアクセスを可能とする

駅前のバス降車場
ストレスフリーなまちなかアクセス

歩行者の流れ
駅前からまちなかへ

一般車進入規制維持
（車道幅員の縮小、舗装の美装化含む※1 ）

歩行者の流れ
駅前からあつぎ大通りへ

スクランブル交差点の廃止により駅前広場が拡大する
タクシープールの袋小路化、バス乗降場の配置見直しに
伴い、駅前道路とあつぎ大通りをシームレスにつなぐ

あつぎ大通りと駅前空間

歩行者の流れ
駅前から複合施設あつめきへ

あつぎ大通り

本パースは現時点での将来的な整備イメージであり、今後関係機関との調整により変更になる可能性があります。

歩行者専用道路
（7:00-22:00）

北口駅前周辺の道路空間イメージ

※1：今後、現在の時間帯規制から終日時間帯規制に向けて、沿道の皆様などの各関係者協議に基づいて検討・調整し、駅前からまちなかへの歩行者の流れをより活発にしていくことを目指していきます。

ポイント

2
歩行者と公共交通優先の道路空間
北口に利用しやすい乗換え空間と快適な歩行空間を生み出します。

公共空間の整備方針3


